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　MOST（Mutual Online System for Teaching & Learning）は、本センターが 2009 年 11
月に提供を開始したオンライン FD 支援システムで、大学の教職員、大学院生を対象とした招
待制のサイトである（図 1）。2014 年 1 月 1 日現在、登録者数 581 名（+101）、スナップショッ







ラリー）」のコンテンツを充実させるために、関西地区 FD 連絡協議会の ｢FD 活動報告会｣ に
おいて作成された個別大学で取り組まれている組織的な FD 活動に関するスナップショット





む「MOST フェローシッププログラム」を 2011 年度に開始した。今年度は第 2 期 MOST フェ
ローを募集し 10 名が選定された。第 2 期 MOST フェローと各テーマを資料 1 に示す。
　MOST フェローは、1 年間かけて、対面でのミーティングや MOST を利用することで、フェ
ロー同志で活動のプロセスや成果を共有しながら、各自の教育実践をよりよくするとともに、
教員コミュニティとしての成長も目指している。第 2 期 MOST フェローの活動スケジュール
を資料 2 に示す。このプログラムは、MOST フェロー運営委員会として、飯吉、田口、酒井
が中心となりプログラムの運営を担当した。以下、本プログラムにおける、2 度の対面ミーティ
ングを中心に報告する。
(a) 第 1 回ミーティング














　オフィシャルなミーティングの終了後、別室に移動し、第 1 期 MOST フェローの修了式が
おこなわれた。本プログラムを終了した 9 名の第 1 期 MOST フェローに修了証が授与された。
第 1 期 MOST フェローは、この日までにそれぞれ 1 年間取り組んできた授業開発・改善の成




　引き続き、第 1 期 MOST フェローも合流し、第 2 期 MOST フェローの教育上の取り組み
についてのアピールタイムが設けられた。事前に提出された取り組み内容をアピールするよう





トを送信し、「(1) テーマ」「(2) 対象となる実践、時期」「(3) エビデンス、データの収集方法、
協力者、ピアレビューの計画」「(4) 目標」などを 1 枚のスナップショットにまとめ、後日、
オンラインコミュニティ上でフェロー間で共有した。
(b) 第 2 回ミーティング（合宿）
　2013 年 8 月 27 日（火）〜 28 日（水）、KKR ホテル大阪において、第 2 回ミーティングを
合宿形式にて開催した（資料 4）。この合宿では、前期に取り組んだ各自の授業実践について、
作成途上のコースポートフォリオ等を使って活動報告がおこなわれた。初日は、各自の活動経
過報告の後、ディナーセッションとして飯吉によるトーク、及び第 1 期 MOST フェローから
勝又あずさ先生（成城大学）と木村修平先生（立命館大学）によるトークがおこなわれ、講演









ある。また、3 月に京都大学で開催される第 20 回大学教育研究フォーラムにおいて、各フェロー
はそれぞれ 1 年間かけて取り組んできた活動成果に関して個人研究発表をおこなう。これが
二つめの成果となり、第 2 期 MOST フェローの活動は終了することとなる。
　MOST フェローシッププログラムは、次年度以降も継続すべく準備を進めている。3 月の第















　上記のほか、関西地区 FD 連絡協議会の ｢FD 活動報告会 2013｣ 向けに作成されたスナッ
プショット 28 件を、個別大学でおこなわれている組織的な FD 活動の事例として掲載した（III
−2 参照）。
3.　システムの開発と改修について
　利用者の要望などを受け、今年度中に MOST および KEEP Toolkit に対しておこなった改
修項目を以下に列挙する。原稿作成時点で多くの項目が未完成であるが、今年度内に完成予定
である。
















ライン上でおこなうこととした。MOST 上での教材は、下記の URL に掲載している。
　https://most-keep.jp/most/program-web_lecture/
　今後予定している 3 月の講習会は、関西地区 FD 連絡協議会の会員校に所属する教職員を対
象としたもので、協議会広報ワーキンググループとの共催で開催する。これは次年度の ｢FD
活動報告会 2014｣ と連動している。
　このほか、MOST のデモを、昨年度、第 19 回大学教育研究フォーラムの参加者に対して実
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第 2 期 MOST フェロー 
 


















































第 2 期 MOST フェロー 活動計画 
 
日 程 活  動
3 月 14 日（木） 第 19 回大学教育研究フォーラム 小講演への参加（京都大学）（任意） 
3 月 15 日 (金) 第 1 回ミーティング（京都大学） 
〜3 月末 第 1 回ミーティングの感想の共有 
・MOST 内「第 2 期 MOST フェロー」コミュニティ内の「掲示板」へ投稿 
4 月 1 日 (月) ｢活動のプロポーザル｣ スナップショットの共有 
・ ｢テンプレート｣ を各アカウントに送信します 
・ 記載項目：①テーマ、②対象となる実践、③動機、④目標、⑤エビデンスの収集・
分析方法、⑥協力者、ピアレビューの計画など） 
6 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン） 
8 月 27 日（火）
〜28 日（水） 




9 月 3 日（火） 合宿の感想共有、アンケート提出締切 
8 月後半 第 2 回ミーティング後、スナップショットを MOST フェローで共有 
1 月頃 進捗状況や問題点の報告、共有（オンライン） 
3 月中旬 MOST のギャラリーでスナップショット一般公開 ･･･成果① 
3 月中旬 第 20 回大学教育研究フォーラム（京都大学） ･･･成果② 
・ 個人研究発表で各フェローの成果報告 
・ 修了式 




第 2 期 MOST フェロー 第 1 回ミーティング プログラム 
 
 日 時：2013 年 3 月 15 日（金）16:10〜18:00 




 ミーティング開始 1 共 21 演習室にご参集下さい（15:45 開場） 
 趣旨説明（飯吉・田口・酒井）  
 自己紹介 第 2 期 MOST フェローの自己紹介（1 人 2 分程度） 
 0267について（酒井）  




        	ディスカッション
第 1 期 MOST フェローの修了式をおこないます 
 












第 2期 MOSTフェローシッププログラム 第 2回ミーティング 
 
 日 時：8 月 27 日（火） 13:30～21:00 (受付 13:00～) 
     8 月 28 日（水） 9:00～12:30 
 場 所：KKR ホテル大阪 ボードルーム（6 階） 
 
■プログラム（1 日目） 
日程 時間 プログラム 備考 
 








 飯吉  透（京都大学） 
MOST フェロー合宿プログラムについて 






 司会：酒井 博之 
（1 人 20 分･･･発表 10 分＋質疑応答 10 分） 














（ゲスト：第１期 MOST フェロー） 
 勝又あずさ（成城大学）・木村修平（立命館大学） 
キャッスルトーク 2 






日程 時間 プログラム 備考 

























第 20 回大学教育研究フォーラムに向けて 
 大学教育研究フォーラムでの研究発表について 




















































④ダイアローグセッション　午前中の基調講演、Learnigful Talk の報告を計 5 件聴いて、参
加者同士でダイアローグをおこなった。















































































































































































































































































































































　大学教育研究フォーラムは、京都大学高等教育研究開発推進センターが 1994 年度より年 1
回開催してきたものである。今年で 20 回目を迎える（2014 年 3 月 18 日・19 日開催予定）。
毎年 500 ～ 600 名の大学教職員関係者が参加する、全国的にも広く認知された大学教育に関
する研究・実践交流の場である。
　同フォーラムは、FD（ファカルティ・ディベロップメント）や教授法・カリキュラム・教育評価・




































報告者 1　　小野和宏（新潟大学歯学部教授 / 副学部長）　
報告者 2　　久保猛志（金沢工業大学副学長 / 教育点検評価支援担当）
報告者 3　　上杉志成（京都大学物質−細胞統合システム拠点教授 / 副拠点長）





































の場としている。本年度は 92 件の応募があった。2010 年度の申し込みが 72 件、2011 年度
の申し込みが 77 件、2012 年度の申し込みは 96 件であったから、昨年の状況を維持している
と言える。参加費を徴収することの影響は見られなかったと考えられる。
3.　付録資料

































































































































































































































































































































































































































　　－スタッフ・ポートフォリオの活用を視点に－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館 共北28】
 阿部　光伸（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室講師）
 【司会】山本　淳司（京都大学総長室（教育）担当課長／大学院総合生存学館事務長）




　　－ジグソー授業実践の10年の蓄積から－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【会場：総合館 共北32】

















































































































































IV − 4 − 1.　第 6回会議の概要
　2013 年 9 月 13 日（金）11 時～ 17 時、FD ネットワーク代表者会議（JFDN）の第 6 回会議が、
京都大学吉田南 1 号館 106 室にて開催された。本年度は、特別経費プロジェクトが終了した




　昨年度は、6 月に大学改革実行プランが出され、8 月 28 日に、中教審答申『新たな未来を
築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ
～』が出され、本年度も、教育再生実行会議から、5 月 28 日に『これからの大学教育等の在
り方について（第三次提言）』などが出されるなど、大学教育改革は社会の喫緊の課題として












北池　　正  （千葉大学大学院看護学研究科附属 看護実践研究指導センター長・教授）
文部科学省
東條　正範 （文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学改革推進室 専門官）
安部田康弘 （文部科学省 高等教育局 大学振興課 大学改革推進室 学務係長）
大学コンソーシアム石川
青野　　透 （金沢大学 大学教育開発・支援センター 教授）
福井県学習コミュニティ推進協議会（Fレックス）
内藤　　徹 （仁愛女子短期大学 教授・F レックス FD チームリーダー） 
杉原　一臣 （福井工業大学 准教授・F レックス FD チームサブリーダー）
FD・SD教育改善支援拠点








七田　麻美子 （島根大学 教育開発センター / ソーシャルラーニングセンター 講師）
四国地区教職員能力開発ネットワーク（SPOD）／教職員能力開発拠点
山田　剛史 （愛媛大学 教育企画室 准教授）
九州地域大学教育改善 FD・SDネットワーク：Q-Links
小貫　有紀子 （九州大学 教育改革企画支援室 特任助教）
相互研修型 FD共同利用拠点
大塚　雄作 （京都大学 高等教育研究開発推進センター センター長／教授）
松下　佳代 （同 教授）                 飯吉　　透 （同 教授）
溝上　慎一 （同 准教授）          酒井　博之 （同准教授）
田中　一孝 （同 特定助教）




.   
時間 プログラム 内容 
10:30 受付開始 吉田南１号館 106室 








































 4．徳永 寿老（大学コンソーシアム京都） 
「大学コンソーシアム京都における持続可能な FD と
FD ネットワークのための取組」 



































 5．大塚 雄作（関西地区FD連絡協議会・京都大学） 
「教育関係共同利用拠点の今後  ― 関西地区FD連絡
協議会の行方 ―」 
 6．丹羽 雅之 （医学教育共同利用拠点・岐阜大学） 
「共同利用拠点としての成果と今後の方向性」 
7．夏目 達也 （FD・SD教育改善支援拠点・名古屋大学） 
「「名古屋大学FD・SD 教育改善支援拠点」の活動と課題」 
8．内藤  徹（仁愛女子短期大学 教授・FレックスFDチ
ームリーダー） 
「福井県のFD活動―FDチームを中心として―」 
9．青野  透 （大学コンソーシアム石川・金沢大学） 
「学都いしかわ・課題解決型グローカル人材育成システムの
構築」 




11．江本 理恵 （いわて高等教育コンソーシアム・岩手大学） 
「いわて高等教育コンソーシアムのFD・SDの取り組み」 
16:10～17:00 ディスカッション コメント：  （文部科学省） 
司会：大塚 雄作（京都大学） 
17:00 記念撮影・解散  
（大塚 雄作、斎藤 有吾） 
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9/20 21 Q-place ( )
10/ E 10 )
11/1
11/2Q-conference2013( )










2012 11 21 17:30 19:00
2
2013 01 11 14:15 17:45
3
2013 6 10 18:00 20:00
4
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6
ᖺᗘ ᅇᩘ ཧຍ⪅ᩘ 䝔䞊䝬
1995ᖺᗘ ➨1ᅇ 165 ▱䛾ᢏἲ
1996ᖺᗘ ➨2ᅇ 207 Ꮫ⏕䛾ከᵝ໬䛸኱Ꮫᩍ⫱䛾ᨵၿ䛻䛴䛔䛶
1997ᖺᗘ ➨3ᅇ 233 ᤵᴗ䛾๰㐀䛸䠢䠠
1998ᖺᗘ ➨4ᅇ 206 ⤌⧊ⓗᩍ⫱䛾䛒䜚᪉
1999ᖺᗘ ➨5ᅇ 370 Ꮫ⏕䛾Ꮫຊྥୖ䛻ఱ䛜ᚲせ䛛
2000ᖺᗘ ➨6ᅇ 586 Ꮫ⏕䛾Ꮫ⩦ពḧྥୖ䛾䛯䜑䛻
2001ᖺᗘ ➨7ᅇ 601 ኱Ꮫ䛾ᩍ⫱ຊ䛸Ꮫ⏕䛾Ꮫ⩦ពḧ䛾ྥୖ
2002ᖺᗘ ➨8ᅇ 577 Ꮫ䜃䛾䝇䜽䝷䝮
2003ᖺᗘ ➨9ᅇ 813 ⏕ᚐ䛜Ꮫ⏕䛻ᡂ㛗䛩䜛䛯䜑䛻
2004ᖺᗘ ➨10ᅇ 869 ホ౯䛥䜜䜛኱Ꮫᩍ⫱
2005ᖺᗘ ➨11ᅇ 916 䛣䜜䛛䜙䛾኱Ꮫᩍ⫱
2006ᖺᗘ ➨12ᅇ 987 Ꮫ⏕䛜ఙ䜃䜛኱Ꮫᩍ⫱
2007ᖺᗘ ➨13ᅇ 1005 ኱Ꮫᩍ⫱䛸♫఍
2008ᖺᗘ ➨14ᅇ 1141 Ꮫ⏕䛜㌟䛻䛴䛡䜛䜉䛝ຊ䛸䛿ఱ䛛 䠉ಶᛶ䛒䜛Ꮫኈㄢ⛬ᩍ⫱䛾๰㐀䠉
2009ᖺᗘ ➨15ᅇ 897 Ꮫ⏕䛾Ꮫ䜃䜢ᨭ䛘䜛 䠉䛴䛺䛠FD䛾ᒎ㛤䠉
2010ᖺᗘ ➨16ᅇ 860 ⤌⧊ⓗ䠢䠠䛾ྲྀ䜚⤌䜏 䡚䠢䠠⩏ົ໬䛛䜙⌧ᅾ䠄䛔䜎䠅䡚
2011ᖺᗘ ➨17ᅇ 995 ኱Ꮫ䛻䛚䛡䜛䜻䝱䝸䜰ᩍ⫱䜢⪃䛘䜛䡚௻ᴗ䛜ồ䜑䜛ேᮦ䛳䛶䚸኱Ꮫ䛷⫱ᡂ䛧䛺䛔䛸䛰䜑䠛䡚














































2011ᖳ 31ྞ 32ྞ 24ྞ 24ྞ 21ྞ 104ྞ
2012ᖳ 53ྞ 15ྞ 20ྞ 14ྞ 15ྞ 94ྞ
2013ᖺ 41ྞ 21ྞ * * * *
FD◊ಟ௻⏬WG




























































































2009ᖳ 316 - 198 23 135
2010ᖳ 277 - 198 19 259
2011ᖳ 209 23 198 18 -
2012ᖳ 214 48 173 - -
2013ᖺ 172 * * - -














































































































ฟ ї ᖺ㛫120୓෇䛒䜎䜚䛾ᨭฟቑຍ ї ᖹᡂ26ᖺᗘ௨㝆䛾ᚲ
せ䛸䛥䜜䜛ᖺᗘ䜘䜚఍㈝ᘬ䛝ୖ䛢 ї ྛ఍ဨᰯ䛾䛤ពぢఛ䛔䞉䞉䞉
A䠊⌧ᅾ䛾άືෆᐜ⥔ᣢ䛾䛯䜑䛾఍㈝್ୖ䛢チᐜ
7ᰯ 䠄15.9 %䠅 ї 䛂5୓෇䜎䛷チᐜ䛃3ᰯ 䛂3䡚4୓෇䜎䛷チ
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• E-Learning system 䛾㛤Ⓨ▱
• Medical Communication ᩍ⫱䛾㐍໬䛸ᬑཬ
• Professionalism ᩍ⫱䛾㛤Ⓨᚰ
• Simulation ᩍ⫱䛾㛤Ⓨ
• Teaching & Learning skill 䛾ᬑཬᢏ
䝭䝑䝅䝵䞁
ධᅗභྜྷฺ⏕ᣈⅤ࡛ࡊ࡙ࡡ௴ຸ


















































































































᪥ᮏ ⡿ᅜ 䝇䝁䝑䝖䝷䞁䝗 䜸䝷䞁䝎 䝬䝺䞊䝅䜰
















































































᪥ ௜ 䝖䝢䝑䜽䝇 ㅮᖌ
➨䠍ᅇ 㻡᭶㻝㻤᪥ 䜲䞁䝖䝻䝎䜽䝅䝵䞁 䡚Basic Structure of medical interview, 
physical examination and exam order㹳 㕥ᮌ䞉ஂಖ⏣
➨䠎ᅇ 㻢᭶㻝㻡᪥ Role play in Japanese & English すᇛ䞉ⱝᯘ䞉㕥ᮌ
➨䠏ᅇ 㻣᭶㻝㻟᪥ ᾏእ⮫ᗋᐇ⩦ㄝ᫂䞉◊ಟሗ࿌఍ すᇛ䞉㕥ᮌ䞉ஂಖ⏣䞉Dr. Lefor
➨䠐ᅇ 㻣᭶㻞㻜᪥ ་⒪㠃᥋ Medical Interview すᇛ䞉ⱝᯘ䞉Dr. Deshpande
➨䠑ᅇ 㻥᭶㻝㻠᪥ ་⒪㠃᥋ Medical Interview Dr. Lefor
➨䠒ᅇ 㻥᭶㻞㻤᪥ Physical Examination Basics I Dr. Salcedo
➨䠓ᅇ 㻝㻜᭶㻝㻝᪥ Medical Interview& Case presentaion Dr. Deshpande
➨䠔ᅇ 㻝㻜᭶㻝㻥᪥ Physical Examination Basics II Dr. Salcedo
➨䠕ᅇ 㻝㻝᭶㻥᪥ Case presentation Dr.Oshimi
➨䠍䠌ᅇ 㻝㻝᭶㻟㻜᪥ Journal Club Dr. Oshimi
➨䠍䠍ᅇ 㻝㻞᭶㻝㻠᪥ Advanced Clinical Reasoning Workshop Dr. Salcedo, Dr. Thomas
➨䠍䠎ᅇ 㻝㻞᭶㻝㻤᪥ Medical Interview in English:ᇶ♏⦅ Dr. Evans
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ᕝᓥ ၨ஧ ᅜ❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ㧗➼ᩍ⫱◊✲㒊 ⥲ᣓ◊✲ᐁ
బ⸨ ᾈ❶ ឡ፾኱Ꮫᩍ⫱䞉Ꮫ⏕ᨭ᥼ᶵᵓᩍ⫱௻⏬ᐊ ෸ᩍᤵ
















ᯇᾆ ࿴௦ ᮐᖠᕷ❧኱Ꮫ┳ㆤᏛ㒊 ᩍᤵ
ྜྷἑ ㇏ணᏊ ᮾ໭኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་Ꮫ⣔◊✲⛉ ᩍᤵ
㣤ᒸ ⏤⣖Ꮚ ⪷㊰ຍ┳ㆤ኱Ꮫ┳ㆤᏛ㒊 ෸ᩍᤵ
Ọᒣ 䛟䛻Ꮚ ᐩᒣ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་Ꮫ⸆Ꮫ◊✲㒊 ᩍᤵ
㜿᭮ ὒᏊ ኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔་Ꮫ⣔◊✲⛉ ᩍᤵ
㞝す ᬛᜨ⨾ ᚨᓥ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔䢉䢕䡹䢆䢚䡮䡱䡷䡮䡰䢙䡹◊✲㒊 ᩍᤵ
஭ᡭ ▱ᜨᏊ ኱ศ኱Ꮫ་Ꮫ㒊┳ㆤᏛ⛉ ᩍᤵ
ṇᮌ ἞ᜨ ༓ⴥ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔┳ㆤᏛ◊✲⛉ ᩍᤵ䞉◊✲⛉㛗
ᐑ㷂 ⨾◁Ꮚ ༓ⴥ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔┳ㆤᏛ◊✲⛉ ᩍᤵ
ྜྷᮏ ↷Ꮚ ༓ⴥ኱Ꮫ኱Ꮫ㝔┳ㆤᏛ◊✲⛉ ᩍᤵ



































































































































































































































































































































































































































University Education Center, Iwate University
㸺࠶ࡽࡲࡋ㸼 ᒾᡭ┴࡛ࡣࠊᖹᡂ 20 ᖺᗘࡢᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࠕᡓ␎ⓗ኱Ꮫ㐃ᦠᨭ᥼஦ᴗࠖ࡟᥇ᢥࡉ
ࢀࡓࡇ࡜ࢆࡁࡗ࠿ࡅ࡟ࠊ┴ෆࡢ㸳ࡘࡢ㸲ᖺไ኱Ꮫ࡟ࡼࡿࠕ࠸ࢃ࡚㧗➼ᩍ⫱ࢥࣥࢯ࣮ࢩ࢔࣒ࠖࢆ
Ⓨ㊊ࡉࡏࡓࠋࡇࡢ஦ᴗࡣ㸳ࡘࡢᰕࡀ࠶ࡾࠊࡑࡢ୰ࡢ㸯ࡘ࡜ࡋ࡚ FDࠊSD ࡢྲྀࡾ⤌ࡳࡀ࠶ࡿࠋᖹ




























ᖹᡂ 23 ᖺ 3 ᭶࡟Ⓨ⏕ࡋࡓᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࢆཷ









































































































































































































ᖹᡂᖺ㸦ᖺ㸧➨ 17ᅇ FDࣇ࢛࣮࣒ࣛ࠙ ➨ 10ศ⛉఍ࠚFD ࣇ࢛࣮࣒ࣛ➨ 10 ศ⛉఍࡟࡚ヰ㢟ᥦ౪ࢆ⾜
᭶᪥ ࠕ㐃ᦠࡋ࡚ྲྀࡾ⤌ࡴᩍ⫱ᨵၿ 㹼᪥⡿ ࡗࡓࠋ࢔࣓࣭ࣜ࢝࣎ࢫࢺࣥࡢ Fenwayᆅ༊࡛ 15
ࡢࢥࣥࢯ࣮ࢩ࢔࣒άືࢆ㏻ࡌ࡚⪃࠼ࡿ ᖺ௨ୖ࡟ࢃࡓࡾࢥࣥࢯ࣮ࢩ࢔࣒άືࢆ⥆ࡅ࡚


























2013 年 9 月 13 日 11 時～ 








（安部田）FD を大学で担当されている方々の苦労がわかった。今後の 18 歳人口の動向を
考えると、大学の生き残りのために FD は重要な手段である。よって大学運営側が FD
について理解していないのであれば、理解してもらうための仕掛けを打ち出す必要が
ある。また、具体的に申し上げることはできないが、FD と IR の関係についても気に
なる。次に、分野・領域別の FD を展開することはできないのか。同じ地域内で、同
領域の FD を展開すると学生の奪い合いになる。ICT を利用し地域を超えた FD 活動











きい。そこで ICT を通じて、小さい特殊な FD コミュニティを多数作るのはどうだろ
うか。持続しない小さいコミュニティが連動して大きな流れを作れれば面白い。また















択肢の一つが FD であり、FD の義務化とは最低限の質保証である。しかしその質保
証で学生は来るのだろうか。教育力を上げたとしても、そのパフォーマンスを社会に
認めさせ、出口を作らないと学生に魅力は無いのではないか。学生支援、企業研修制
度に勝てる FD が求められる。 
（山田）四国の大学は、四国内の学生だけでは定員を満たせない。そういった状況下で、四
国の学生は何で大学を判断するかというと、偏差値である。私の報告では IR に注力
するということであったが、FD と IR が現実的成果を上げられるかははなはだ疑問















（松下）FD の 10-20 年の見通しを文科省はどう考えているのか。 
（安部田）率直に申し上げて、それは FD が義務付けられた段階で各大学に委ねられたと考
えている。ただし「大学改革加速プログラム」ではより発展的な支援を考えており、
そこでは効果検証が可能な形での FD が求められるだろう。 
（杉原）私のように若いときに FD 委員長に携わると、それこそ 10-20 年間任期が続くと





IV − 4 − 2.　第 6回 FDネットワーク代表者会議を終えて
　2013 年 9 月 13 日（金）11:00 ～ 17:00、京都大学吉田南 1 号館 106 室において、全国か
ら 11 の FD ネットワーク、教育関係共同利用拠点の代表者が集まり、第 6 回 FD ネットワー
ク代表者会議（Japan Faculty Development Network : JFDN）が開催された。
　本年度は、京大センター申請の特別経費プロジェクトが終了したことに伴い、昨年度までの
報告者の招待という形はとれず、各 FD ネットワークの自主的参加としたことで、どの程度の




　FD が法制的に義務化されて 5 年が経ち、「FD」という言葉の逼迫度も一頃に比べて減退し
てきている印象もある昨今、FD ネットワークも一つの曲がり角に来ているとも思われ、その
活動を今後どう展開していけばよいのか、改めて原点に立ち返って考え直す時期に来ている。






　安部田氏からは、「FD を大学で担当されている方々の苦労がわかった。今後の 18 歳人口減
少の動向を考えると、大学の生き残りのために FD は重要な手段であり、大学運営側が FD に
ついて十分に理解していないのであれば、理解してもらうための仕掛けを打ち出す必要がある。
また、今後の課題として、FD と IR の関係がどのようになっているのか、また、分野・領域
別の FD を展開することはできないのかといったことが挙げられるように思う。同じ地域内で、
同領域の FD を展開すると学生の奪い合いになるという点も考慮する必要があり、その点で、






② 現在は FD 活動が成熟してきている一方で、フラット化して地域の特色が失われてきてい
る。全国大会等で、最先端の本当に面白い情報を得るには、金銭的な負担が大きい。そこで
ICT を通じて、小さい特殊な FD コミュニティを多数作るのはどうだろうか。小さいコミュニ
ティが連動して大きな流れを作れれば面白い。
③ 外国人教員などが増加する方向性が見える中で、潜在的なニーズとして、外国人に対する
FD はどうするのか。今までの FD では全く対応できない大きな問題となる可能性がある。



















することも求められているが、FD と IR が現実的成果を上げられるかははなはだ疑問である。
IR では中立性が重要であるので、FD という顔の見える支援的取り組みとは両立しにくいとい













⑮ FD の 10 ～ 20 年の見通しを文科省はどう考えているのか。
⑯ 率直に申し上げて、それは FD が義務付けられた段階で各大学に委ねられたと考えている。
ただし「大学改革加速プログラム」ではより発展的な支援を考えており、そこでは効果検証が
可能な形での FD が求められるだろう。



















な FD 観を、この FD ネットワークの取り組みの蓄積などを通して共有していくということも
意識しておきたいところである。そのためには、FD 講演会やワークショップ、授業評価など、




























IV − 5 − 1.　相互研修型 FD共同利用拠点諮問委員会の概要












FD 拠点活動報告 2012（京都大学高等教育叢書 32）』と共に、拠点認定時に諮問委員の先生
方にご登壇いただいたシンポジウムをまとめた『FD ネットワークの展開と大学教育改革の方
向性を問う（京都大学高等教育叢書 30・2010 年 9 月 7 日開催）』を事前にお送りした。前者
の活動報告には、5 年度間のプロジェクト日誌（p.25 ～ p.33）などを含んでおり、あらかじめ、
特別経費プロジェクトの全体の流れを諮問委員の方々には掴んでおいていただいている｡
　また、当日、特別経費プロジェクトの総括国際シンポジウム『ネットワーク時代の大学教育
改善―学びと教えの相互深化を持続させる―（2013 年 1 月 27 日開催）』の資料集を配付し、
そこに掲載されているスライド配付資料版『FD ネットワーク形成のこれまでとこれから―相





→　資料集、予稿集などに掲載されている。ISSOTL への参加は、相互研修型 FD と















































































 ⑬ アメリカの Higher Educationセンターもそうで、FDが重要という啓蒙活動を終えた後は
各大学の教員の責任ということで学会ができたり、パブリケーションなどが出回ったりした。
イギリスのように、専任を置くような方向へはいかなかったということでよいか？























張した。愛媛を中心とする四国の SPOD は会費が 200 万であるが、関西 FD は 2 万で
ある。確かに、大学間相互ということになると、SPOD ほどには相互的ではないという
















































う課題は認識しているが、問題は FD の成果とは何か、ということ。たとえば SPOD の
成果は何なのか。SPOD との大きい差異には研修プログラムの設定方法がある。SPOD












































































































































































































































































































































































































・ "Building Networks in Higher Education: 










































IV − 5 − 2.　相互研修型 FD共同利用拠点運営委員会の概要






































（大塚）今年の 11月に高校 2年生のデータを取り、彼らが大学 1年になったときにさらにデー
タを取る。
（溝上）大学入学後は予測がつくところが多いので、10年後を待たず 3年後には多くのことが
わかるだろう。
（夏目）進学先の学部によって状況は違うのでは。
（溝上）たとえば医療系ではキャリア意識が高い。ただそういった違いがあっても、主体的な
学びの姿勢などについては、分野などに限らない一般的な結論が導き出されると予想さ
れる。
（伊東）工学部では産業界との連携が求められる。工学部では学生は全く勉強せず、会社に出
てから実務を通して知識・技術を習得し始めるという傾向がある。この状況について企
業から大学の教育に不満がある。そこで企業の実務に就いた学生が、大学の教育を振り
返ってどうなのか、こういう視点からの調査も必要ではないか。
（溝上）大学生研究フォーラムにおいて、
東大での窓口の先生は、大学教育の
みならず企業の人材開発も専門とし
ている。その先生には昨年、今回の
縦断調査の予備調査として、ミドル
マネージャークラスの社会人に高
校・大学を振り返ってもらう調査を
実施してもらった。その中でわかっ
てきたことは、組織で仕事するため
に一番外してはならないのは対人関
係や活動性である。その上に勉強という活動が乗ってくるのであり、勉強だけをするこ
とはかえって負の効果としてはたらくことがわかった。この二つに、将来という三つ目
を加えると三項パフォーマンスとなる。
（田中）たとえば短大からの大学編入者などは、調査のサンプルになるのか。
（溝上）基本的に高大接続に焦点を当てているが、様々な層を調査していきたいし、検討はする。
（八尾）高専からの編入者もいる。京大でも工学部学生は勉強しないと言われており、学生の
社会における将来像を想定した上で、大学の FDを検討するのは有意義である。ところ
で、たとえばスマートフォンなどに熱中になっている人間はちゃんと将来就職できるの
か、興味がある。
（溝上）メディアの発達した時代あるいは公共の感覚が低下した時代に、学生のどのような生
活態度が、どのような将来に結びつくかというのは、重要な視点である。
（夏目）大学 1年と 3年の成績の相関が高いと言っていたが、優秀層は常に良く学び、そうで
ない層は学ばないということか。
（溝上）企業の観点からすると、いい学生と中間の学生、欲しくない学生と 3～ 4層程度に分
類できる。とりわけ上位層と下位層は学業成績のみならずチャレンジ精神等、様々な面
で変わらないままである。
（夏目）教育が有効性を持つとすれば、それを変えなければならない。
（溝上）どの点を変えることができて、どの点ができないのか、より限定的な視点から調べる
必要がある。
（夏目）工学部学生の生活に関する認識が極めて単調である。
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（溝上）自分の将来像や社会が前提となって今の自分がある、という感覚は今の学生には無い。
日常を単に楽しむことで単調性が生まれる。これはまずい状態であるが、どこまで大学
が関われるかは問題である。
（伊東）文科省より、近年社会人が持つべき基礎知識を教えるという、リニューアル教育が大
学は求められている。その点でもこの調査は重要である。どの点がリニューアル教育に
足りないのかを盛り込んで欲しい。
（圓月）運営委員会として問題であるのは、概算要求などの支援が減っていることである。高
大接続は教育の大きな問題であるので、たとえば来年の中期計画に中心的に盛り込み、
もう一度概算要求の回復を図ったほうが良い。今回の資料を見て、プロジェクトの緊急
性についてのインパクトがない。
（大塚）概算要求に加え、拠点プロジェクトも来年度に終わるので、その申請もする。このチャ
ンスを活かす必要がある。
（松下）補足すると、資料 5の概算要求の緊急性、必要性の欄については申請時から変えられ
ない部分である。よって、現在から見れば仕方のない部分がある。新規プロジェクトに
ついてはトランジション調査の内容を踏まえて、教育イノベーションを起こすというも
のであった。これまでは内容の切り分けが難しかったが、27 年度からは 1本化した内
容で申請書を書ける。
（圓月）これまでの大変な蓄積があるので、今後の予算のための戦略をもっと発展させて欲しい。
（大塚）センターとしてはミッションを再定義し、共同利用拠点をより発展させていきたいと
考えている。
（大久保）拠点プロジェクト終了後の見通しを聞かせて欲しい。
（大塚）拠点のリソースを継続する必要はある。
（大久保）たとえば 10年単位の長期的見通しが必要ではないか。
（大塚）たとえば関西 FDにしても、特別経費が落ち続けると会費を値上げせざるをえない。
京大が下支えするためにも、そうした見通しを持ちながら、27 年度以降の予算を申請
していきたい。
（田中）27年度以降はパンフレットを新たに作り変えるのか。
（大塚）むしろ、学内の組織改編を踏まえて、適切な時期に作り変える必要がある。
（松下）配布したのは拠点のパンフレットだが、それ以外にもセンターのパンフレットもある。
拠点の継続性、センターの組織改編の可能性、二つの意味でパンフレットを新たに作り
にくい状況にある。
（大塚）各大学の FD担当者は年度ごとに変わりがちなので、拠点の継続性は重要であると考
えている。この点についての評価が
文部科学省から得られたらと思って
いる。
（夏目）SDに関してはどうか。
（大塚）コンソーシアム京都や私大のネッ
トワークとの住み分けを明確にする
ために、本拠点は SDを前面に出す
ことは考えていない。
（夏目）少なくとも見せ方として、それら
のネットワークと連携を出してもい
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いのでは。
（大塚）事務職員と教員の連携は重要であるのは無論だが、拠点のミッションとして前面に出
すのは避けている。
（夏目）プレ FDは興味深く発展しているが、プロジェクトとして負担になっているのではな
いか。またポスドクについては京大の担当部署に任せても良いのではないか。
（大塚）「大学院生のための教育実践講座」は現在、大きな負担になっていない。文学研究科プ
レ FDプロジェクトについては、予算も含めて、次第にセンターから自立し定着してい
る。他の部局からの要望も今後出てくる可能性があるので、その際には我々が対応でき
る体制を整えていきたい。
（夏目）学内の潜在的なニーズを拾うことも重要である。
（大塚）学内の FD研究検討委員会がまさにそうした場になっているが、委員の入れ替わりが
激しく、難しい状況である。
（飯吉）MOSTなどのコミュニティを通じて新たな FDの課題や興味深い知見を共有している
が、京大の教員は参加していないという現実がある。京大にもMOST に参加を希望す
るような教員がいるかもしれない。ただ「相互研修型」の弱点として、参加を強制でき
ないという問題がある。
（圓月）FD活動の自立化は理想的だが、拠点の必要性が希薄化するという危険性もある。予
算が減るということを理由にして関西 FDの会員費の値上げをすることは、脱会を招く
だろう。今後はより普遍的なミッションを提示して、会員校の執行部を説得する必要が
ある。
（大塚）様々なネットワークがある中で、この拠点特有のミッション提示する必要はあるだろう。
（田中）JFDNは関西 FDが中心になって、他大学に声をかけている状況か。
（大塚）JFDNは関西 FDにかぎらず、全国の FDネットワークの代表者会議である。
（前平）そもそも FDとは何なのか、その定義がよくわからない。パンフレットに記して欲しい。
また学内の実践に活きるように、もっと活動をアピールして欲しい。
（大塚）FDについては様々な考え方があるが、基本的には大学設置基準にある FDを前提とし
ている。その上で我々の FDを提示している。
（飯吉）FDが日本で出てきた経緯は、最低限の大学質保証であるだろう。そしてそれは達成
されたかもしれない。今後は FDが将来への大きな投資になるという視点を打ち出し、
ブレークスルーをする必要がある。
（大塚）課題は様々であるが、大久保委員の指摘にもあったように、今後、長期的視点をもっ
て我々の活動を展開していく必要がある。今後ともご指導を賜りたい。
以上
記録：田中一孝
（大塚　雄作、田中　一孝）
